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環境省は今般、「埋設農薬調査・掘削等マニュアル(案)」を取りまとめました。
本案について、広く国民の皆様の御意見をお聴きするため、平成１９年９月１４

日（金）から１０月１５日（月）までの間、御意見の募集（パブリックコメント）を
行います。

１．意見募集の概要
平成13年5月22日に採択された「残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約」に

基づき、埋設農薬による汚染の有無等の確認や、埋設農薬や汚染土壌を適切に調査、掘
削、保管を行う場合の作業手順や留意事項をまとめた「埋設農薬調査・掘削等暫定マニ
ュアル改定版」(平成17年3月30日発出)を改定し、別紙のとおり、「埋設農薬調査・掘削
等マニュアル（案）」を取りまとめましたので、本マニュアルについて、広く国民
の皆様の御意見をお聴きするため、パブリックコメントを実施いたします。

２．意見提出について（詳細は御意見募集要項参照）
提出期間：平成19年9月14日（金）から平成19年10月15日（月）
提出方法：意見募集要項参照
※なお、御意見に対する個別の回答はいたしかねますので、その旨御了承願います。
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（別紙） 埋設農薬調査・掘削等マニュアル（案）
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